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新五駄排水機場

野田南部排水機場

新江川排水機場

目吹揚排水機場

船形揚排水機場

小山揚水機場

出洲排水機場

木間ヶ瀬揚水機場

古布内用水機場

桐ヶ作・揚排水機場

中戸谷津揚水機場中戸谷津揚水機場

桐ヶ作・揚排水機場

古布内用水機場

出洲排水機場

木間ヶ瀬揚水機場

小山揚水機場

船形揚排水機場

目吹揚排水機場

新江川排水機場

野田南部排水機場

新五駄排水機場

関宿

二川

木間ヶ瀬

川間
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南部（梅郷）
福田
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木間ヶ瀬

川間

北部
（七福）
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南部（梅郷）
福田
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「農」と「食」のマップ 農業生産に係る主要な公的施設、機関等ふっくらとした味わいのある こだわりのエダマメづくり
野田市産のエダマメ生産

主として市場出荷を多くする主要野菜の品目とその栽培暦

玄米黒酢農法による環境にやさしい米づくり
野田市産黒酢米の田植えから収穫まで

ハウス栽培でスタート

5月初め前後から収穫期に

田植え後の田　５月

玄米黒酢を散布　７、８月

コンバインによる収穫　９月

冬期湛水の試験実施田

たれ下がる稲穂

店頭へ　お米のパッケージ

トンネルを剥がしたエダマメ
実も大きく収穫も近い

野田市のエダマメ生産は、平成 14
年の統計調査で全国一の出荷量と
報じられました。市場で高く評価
されている品質の維持向上に、引
き続き現在も取り組まれています。

水田面積 1,400ha に対して概略の数字で、水稲 1,000、転作の麦と大豆とで
200ha が作物作付面積。水稲について、うち 500ha を環境にやさしい「玄米黒
酢農法」（特定防除資材散布）による栽培がなされています。対象は、関宿・木
間ヶ瀬・川間（小山・船形）・東部（目吹）・福田（木野崎）・南部（今上）で行わ
れており、うち点線の　　を付した 5カ所の辺りの田んぼを主に、営農組合の
参加農家等により実施遂行されています。

店頭へ　エダマメのパッケージ

トンネル栽培

キュウリ ナス シュンギク 長ネギ

ダイコン サトイモ 梨 ブルーベリー

資料：土地改良区については、千葉県のホームページ（「管内の土地改良区」）等により記しました。
注：土地改良区の施設については管理受託も含みます。

大型コンバインによる
麦の収穫（麦秋）

（東部（旭）地区 /目吹）
 

排水機場 
（木間ヶ瀬地区 /出州）

堆肥センター

ひまわりの里
（関宿地区 /関宿台町）

野菜栽培ハウス
（木間ヶ瀬地区 /岡田）

秋のキャベツ収穫
（川間地区 /東金野井）

ニンジン ハクサイ ホウレンソウ トマト

名称（所在地）

（注）1.販売目的の栽培農家は、農業サンセス（2015年）による野田市全地区の計の数字を記した。但し＊印の品目は、2015年の数字が示されてなく、2010年の数字を記した。
       2. エダマメ（316*戸）については上掲の別図表を参照。

野田市全域 堆肥の種類：①剪定枝等堆肥、②も
み殻牛ふん剪定枝等堆肥の２種類。

剪定枝、落ち葉、もみ殻などを活用し良質
な堆肥を生産し、環境保全型農業を進める。

東　北部土地改良区
( 船形 5579)

関宿･二川･木間ケ瀬
地区、川間地区、東部
地区

揚排水機場（３カ所）、
揚水機場（5カ所）

農家の組織する団体で、農業生産に不可欠
な用排水施設の整備・管理に当たること等
を主目的としている。

野田市南部土地改良区
( みずき 2-10-1)

野田市堆肥センター
（船形 5575）

野田地区、南部地区、
流山市の一部の地区

排水機場（３カ所）、
揚水機場（１カ所）同　　　　　　上

同　　　　　　上

同　　　　　　上

同　　　　　　上

野田市江川土地改良区
( 上三ケ尾 741)

福田地区、
柏市の一部の地区

排水機場（２カ所）、
揚水機場（４カ所）

野田市五駄土地改良区
（木間ヶ瀬 643）

二川・木間ケ瀬地区
川間地区、北部地区

排水機場（２カ所）

野田市木野崎土地改良区
（木野崎 891-1）

福田地区
（木野崎柳耕地）

揚水機場（１カ所）

ＪＡちば東　 野田
地区経済センター　
（中里 513）

野田市全域 上部組織は本所・指導経済部で、
営農指導課などの４課で構成され
ている。

営農指導など地域農業の担い手への支援、
食の安全や地産地消の推進、農産物のブラ
ンド化等への取組みをしている。

役　　　　　割 備　　　　　考受　益　地

A

A

B

C

D

E

F

G

品　目

トマト

ナス 春どり（ハウス半促成栽培）
夏どり（トンネル栽培）
秋まき春どり（露地栽培）
春まき夏どり（露地栽培）
夏まき秋冬どり（露地栽培）
秋冬どり（露地栽培）
秋冬ねぎ（露地栽培）
春どり（露地栽培）
夏どり（露地栽培）
秋冬どり（トンネル栽培）
夏どり（露地栽培）
秋どり（露地栽培）
冬どり（トンネル栽培）
春どり（マルチ栽培）
春どり（トンネル栽培）
秋どり（露地栽培）

夏どり（露地栽培）
春どり（無加温半促成栽培）

キュウリ

キャベツ

ハクサイ
長ネギ

ホウレンソウ

シュンギク

ダイコン
ニンジン
サトイモ

101 戸

92 戸
76 戸

153 戸

111 戸
104 戸

399 戸

188* 戸

109 戸
39 戸
62 戸

主　な　作　型 備　考栽　培　暦（月）
1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2

販売目的の
栽培農家数

類
別

果 

菜 

類

葉 

菜 

類

根 

菜 

類

は種

定植

移植

ハウス

収穫期

トンネル

関宿

二川

木間ヶ瀬

川間

北部
（七福） 東部（旭）

中央
（野田）

南部（梅郷）
福田

トマト ネギナス シュンギクキュウリ

ダイコン キャベツ

ニンジン

ハクサイ

サトイモ

エダマメ

ホウレンソウ

主要野菜の販売目的での
作付農家数の多い地区

（大）75戸以上
（2015 年の数）

（中）30～74戸

（小）10～29戸

商店や住宅の多い区域（都市計画区域）

工場立地の多い区域（同上、工業専用地域）

畑や林などの多い区域（農業振興地域）

田の連担している区域（農業振興地域）

凡　例

果樹園

揚排水機場

普通畑

田 幹線農道 幹線用排水路

野田市におけるエダマメの作型

出荷数量の月別の状況（6月 =100）
（JA の平成 24 年の取りまとめ資料より）

区　分 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
ハウス

福だるま、
莢音、天ヶ
峰

福だるま、とよ
ふさ、サヤムス
メ、湯上がり娘

とよふさ、サヤ
ムスメ、湯上が
り娘

サヤムスメ、
湯上がり娘

2 月 上～中
旬

2 月下旬～3 月
中旬

3 月下旬～5 月
下旬

7 月中旬～
8月中旬

4 月 下～6
月上旬

6 月上旬～7 月
中旬

7 月上旬～8 月
下旬

9 月中旬～
11 月上旬

台風対策に寒
冷紗でトンネ
ル式被覆する

トンネル 露地（マルチ）露地（マルチ）
［秋　作］

作　型

播　種

収　穫

備　考

11 月

10 月

9月

8月

7月

6月

5月

4月

資料：JA および生産農家からの聞き取りと種苗会社の資料を参照し作表。

品　種
（例）

指数


